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綾部市の包括的支援の取り組み
市功労者等を表彰

2
4

＜今月の表紙＞
　市内の小学５、６年生27人が
表面張力を使った実験をしたり、
市内立地企業の工場を見学した
りするなど、ものづくりの面白さ
に触れました。７月29日、青野
町の北部産業創造センターで―。

綾部市公式
ホームページ

多言語対応アプリ
カ タ ロ グ ポ ケ ッ ト

Catalog Pocket
can translate 10 languages

農業委員・推進委員決まる
PTX研究チーム紹介！
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個
人
や
家
族
を

丸
ご
と
サ
ポ
ー
ト

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
時
代
の
変
化
に

伴
い
、
従
来
の
制
度
の
前
提
条
件
で
は

想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
例
が
多
く
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
80
代
の
親
が
50
代

の
子
の
生
活
を
支
え
る
「
８
０
５
０
問

題
」
や
大
人
に
代
わ
り
家
族
の
世
話
を

す
る
子
ど
も
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
」
な

生
活
困
窮
や
ひ
き
こ
も
り
な
ど
、

個
人
や
家
族
を
取
り
巻
く
課
題
が
複

雑
化
し
て
い
る
今
、
制
度
ご
と
の
支

援
で
は
な
く
、
分
野
を
超
え
た
連
携

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
綾
部
市
で

は
、
関
係
機
関
が
チ
ー
ム
と
な
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
生
か
し
な
が

ら
、
困
難
を
抱
え
る
人
を
地
域
か
ら

取
り
残
さ
な
い
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

市  域
多機関と行政が連携して話し合う場

行　政
・地域包括支援課
 （全体マネジメント）
・市役所関係部署

3圏域（東部・中部・西部）
専門職と行政がつながり話し合う場

地域づくり専門職チーム

・生活支援コーディネーター
・地域包括支援センター
・地区担当保健師
・コミュニティナース

多機関 ・社会福祉協議会
・あやべ生活サポートセンター
・障害者（児）相談支援事業所

・こども家庭センター
・ボランティア総合センター

など

　
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
支
え
合
い

に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、
地
域
の
交
流

を
深
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

第
２
弾

世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

２
０
２
６
in
A
Y
A
B
E

記
念
講
演

「
忘
れ
て
も
私
。

認
知
症
専
門
医
と
本
人
の

リ
ア
ル
な
話
」

・
講
師
　
渡
邉
　
究
さ
ん

　
　
　
　
（
綾
部
ル
ネ
ス
病
院

脳
神
経
内
科
医
）

　
　
　
　
下
坂

厚
さ
ん

（
京
都
府
認
知
症
応
援
大
使
）

日
時
　
９
月
27
日（
日
）

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

会
場
　
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ

（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）

　
　
　
あ
や
テ
ラ
ス
・
ホ
ー
ル

（
青
野
町
）

綾
部
市
の
包
括
的
支
援
の
取
り
組
み

「
一
人
ひ
と
り
が
主
人
公

幸
せ
の『
縁
と
援
』が
ひ
ろ
が
る
ま
ち

あ
や
べ
」

連
携

行 政地域づくり
専門職
チーム

多機関
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ど
、
一
つ
の
家
庭
が
複
数
の
深
刻
な
ト

ラ
ブ
ル
を
同
時
に
抱
え
る
ケ
ー
ス
が
増

え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
複
雑
に
絡

み
合
っ
た
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
国

は
「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
」
を

創
設
。
綾
部
市
で
も
、
こ
の
事
業
を
活

用
し
、
困
っ
て
い
る
人
や
そ
の
家
族
を

丸
ご
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
づ
く
り
を

始
め
て
い
ま
す
。

切
れ
目
の
な
い
伴
走
目
指
す

　
綾
部
市
で
は
、
相
談
支
援
機
関
に
共

通
す
る
課
題
と
し
て
、
相
談
の
入
口
・

対
応
・
出
口
の
各
段
階
で
支
援
の
「
は

ざ
ま
」
が
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
例
え
ば
、
複
数
の
問
題
を
抱

え
て
い
る
こ
と
か
ら
担
当
機
関
が
曖
昧

に
な
っ
た
り
、
福
祉
制
度
の
対
象
外
と

な
っ
て
い
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
「
は
ざ
ま
」
に
陥
り
や

す
い
人
を
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
多

機
関
が
連
携
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の

団
体
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
も
協
力

し
な
が
ら
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
人
が
抱
え
る
困
難
は
誰
に
で
も
起
こ

り
得
る
も
の
。
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
、
互
い
に
支
え
合
う
関
係

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

連合会域（12地区）
住民と専門職がつながり話し合う場

自治会域（189自治会）
住民同士がつながり話し合う場

住  民 地域づくり
専門職
チーム

多機関

住  民 地域づくり
専門職
チーム

住  民

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
今
か
ら
考
え
る
　

お
ひ
と
り
さ
ま
サ
ポ
ー
ト

〜
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
〜

（
頼
れ
る
身
寄
り
の
な
い
方
の
こ
れ
か
ら
）」

・
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

　
　
　
　
福
富
昌
城
さ
ん

　（
花
園
大
学
社
会
福
祉
学
部

社
会
福
祉
学
科
教
授
）

あ
や
べ
食
育
・
す
こ
や
か

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
健
康
づ
く
り
、
子
育
て
を
テ
ー

マ
と
し
た
学
び
、
体
験
の
ブ
ー
ス

こ
こ
ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
タ

　
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
を
中
心
と

し
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る

相
談
や
ク
イ
ズ

あ
や
っ
こ
ひ
ろ
ば
　

お
や
こ
de
体
操

　
イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
＝

下
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
＝
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

住  民
自治会
連合会

住  民
自治会長
 組　長

民生児童委員
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山
﨑
善
也
（
青
野
町
）

　
平
成
22
年
に
綾
部
市
長
に
就
任
以

来
、
４
期
16
年
に
わ
た
り
市
政
の
発

展
に
尽
力
。
都
市
計
画
の
見
直
し
や

水
源
の
里
事
業
の
推
進
、
行
財
政
改

革
を
主
導
し
、
都
市
機
能
の
集
約
、

移
住
・
定
住
促
進
、
企
業
誘
致
等
を

通
じ
て
、
地
域
の
活
力
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
京
都
府
市
長
会

会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
広
域
行
政
で

も
手
腕
を
発
揮
さ
れ
た
。

  

志
賀
浩
治
（
宇
治
市
）

　
平
成
10
年
に
綾
部
市
立
病
院
に

赴
任
以
来
28
年
間
、
循
環
器
内
科

医
と
し
て
地
域
医
療
の
向
上
に
尽

力
さ
れ
た
。
平
成
21
年
か
ら
15
年

間
は
副
院
長
を
務
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
は
医
療
体
制
の
維
持
に
奔
走
す

る
と
と
も
に
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

主
導
。
令
和
６
年
か
ら
２
年
間
は

院
長
と
し
て
、
病
床
機
能
の
最
適

化
を
進
め
た
ほ
か
、
住
民
の
健
康

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
。

　
安
達
一
男
（
宮
代
町
）

　
荻
野
靖
巳
（
味
方
町
）▽
河
田
博

文
（
京
都
市
）・
山
崎
路
子
（
滋
賀

県
甲
賀
市
）・
河
田
則
文
（
大
阪
市
）

※
連
名
で
表
彰
▽
四
方
祥
樹
（
東
京

都
）▽
新
庄
節
子
（
上
延
町
）▽
出
口

紅
（
亀
岡
市
）▽
科
研
電
機
（
福
知

山
市
）▽
片
山
化
学
工
業
研
究
所（
大

阪
市
）▽
カ
ル
ビ
ー
（
東
京
都
）▽
国

産
部
品
工
業
（
大
阪
府
豊
中
市
）▽

中
江
産
業
（
大
阪
市
）▽
日
東
精
工

（
井
倉
町
）▽
フ
ァ
ー
ス
ト
ダ
ウ
ン

（
福
岡
県
久
留
米
市
）▽
福
田
工
業

（
大
阪
府
枚
方
市
）▽
富
士
商
（
大
阪

市
）▽
ベ
ル
テ
ッ
ク
ス
（
京
都
市
）

市功労者等を表彰

功
労
者

表彰式に出席された皆さん

篤
志
者

分
野
別
功
績
者

市は７月31日、功労者等表彰式を開催。功労者２人、分野別功績者１人、
篤志者７人・10団体を表彰しました。被表彰者は次の皆さんです（敬称略、順不同）。
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農
業
委
員
会
は
同
日
、
総
会
を
開
催

し
、
互
選
に
よ
り
会
長
を
坂
根
正
司
さ

ん
、
同
職
務
代
理
者
を
鎌
部
勉
武
さ
ん

に
決
定
。
そ
の
後
、
会
長
か
ら
農
地
利

用
最
適
化
推
進
委
員
（
以
下
、
推
進
委

員
）
に
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。
両

委
員
の
任
期
は
、
７
月
20
日
か
ら
令
和

11
年
７
月
19
日
ま
で
の
３
年
間
。
委
員

は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬
称
略
、
順
不

同
）。

【
農
業
委
員
】
長
尾
作
哉
（
睦
寄
町
）▽

鎌
部
勉
武
（
五
津
合
町
）▽
福
井
省
平

（
睦
合
町
）▽
齋
井
隆
司
（
十
倉
向
町
）

▽
白
波
瀨
京
子
（
下
原
町
）▽
飯
田
政

利
（
梅
迫
町
）▽
相
根
一
夫
（
上
杉
町
）

▽
神
田
一
之
（
七
百
石
町
）▽
四
方
聖

子
（
里
町
）▽
四
方
康
尚
（
同
）▽
四
方

諭
（
味
方
町
）▽
雨
林
利
治
（
高
津
町
）

▽
髙
橋
加
絵
（
同
）▽
森
下
勲
（
延
町
）

▽
居
相
雅
代
（
小
貝
町
）▽
大
槻
耕
治

（
舘
町
）▽
福
井
泰
子
（
位
田
町
）▽
大

槻
祐
紀
（
西
坂
町
）▽
坂
根
正
司
（
金

河
内
町
）【
推
進
委
員
】仲
久
保
弘
志（
故

屋
岡
町
）▽
今
井
直
幸
（
八
津
合
町
）▽

清
水
俊
秀
（
五
津
合
町
）▽
坂
田
鎭
男

（
武
吉
町
）▽
谷
垣
正
義
（
上
原
町
）▽

柏
原
明
宏
（
上
杉
町
）▽
能
勢
康
司
（
渕

垣
町
）▽
四
方
範
敏
（
高
倉
町
）▽
上
柿

直
一
（
井
倉
町
）▽
西
村
虎
三
（
岡
町
）

▽
大
嶋
康
治
（
豊
里
町
）▽
大
槻
智
（
大

畠
町
）▽
永
井
久
男
（
栗
町
）▽
　
桐
好

郎（
物
部
町
）▽
村
上
秀
則（
白
道
路
町
）

▽
井
上
吉
夫
（
志
賀
郷
町
）▽
松
本
隆

（
西
方
町
）

農
業
委
員
・
推
進
委
員
決
ま
る

第
26
期
農
業
委
員
会
の
各
委
員
が
決
定
。
７
月
21
日
、
市
は
農
業
委
員
辞
令
交
付

式
を
、
同
委
員
会
は
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
辞
令
交
付
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

任
期
は
令
和
11
年
ま
で

野
焼
き
火
災
！

　
昨
年
、
市
内
で
発
生
し
た
火
災
12
件

の
う
ち
、
野
焼
き
が
原
因
の
火
災
は
10

件
で
し
た
。
過
去
に
は
、
森
林
や
住
宅

に
延
焼
し
た
火
災
も
発
生
し
て
い
ま

す
。
野
焼
き
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

刈
り
草
の
焼
却
か
ら
山
林
へ
燃
え
広
が
る
な
ど
、
全
国
的
に

大
規
模
な
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
屋
外
で
の
火
の
取
り
扱

い
に
十
分
注
意
し
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
原
因
の
約
８
割

　
農
業
・
林
業
な
ど
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
焼
却
は
、
例
外

的
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、

事
前
に
消
防
本
部
な
ど
に
届
け
出

て
く
だ
さ
い
。

出

て
い
ま
す

農
業

に
や

　
「
守
ろ
う
ご
み
マ
ナ
ー
」
に
基

づ
い
て
分
別
し
、
市
の
収
集
に
出

す
か
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
直
接

持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

刈
り
草
は
農
地
に
還
元
す
る
な
ど

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

刈
り
草
は
ど
う
処
分
す
れ
ば
い
い
？

乾
燥
・
強
風
時
は
特
に
注
意
を

　
火
災
が
発
生
・
延
焼
し
や
す
い
気
象

状
況
に
な
っ
た
場
合
、
市
は
注
意
報
や

警
報
を
発
令
し
、
屋
外
で
の
火
の
使
用

を
制
限
し
ま
す
。

問い合わせ・届け出先

たき火等を行う時
消防本部予防課
☎(４２)０１１９

野焼きの相談・
煙の苦情
環境政策課
☎(４２)１４８９
火入れ申請（岸焼き）
林政課☎(４２)４３６２

林野火災
注意報発令
前３日間の合計
降水量１㍉以下

＋
乾燥注意報
発表時

火の使用は
控えて
ください

火の使用は
禁止
です

林野火災
警報発令
注意報の
発令基準
＋

強風注意報
発表時

罰則
あり

四方市長から辞令を受け取る農業委員。７月21日、
市役所で―
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総
合
計
画
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

　
総
合
計
画
は
行
政
の
基
本
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
す
。
住
宅
建
設
に
例
え
る
と
施
主

で
あ
る
市
民
の
「
こ
ん
な
家
に
住
み
た

い
」
と
い
う
希
望
に
沿
っ
て
描
か
れ
た

設
計
図
が
「
総
合
計
画
」
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。
設
計
図
を
見
て
家
を
建
て
る

の
は
市
長
は
じ
め
市
役
所
の
職
員
で
あ

り
、
綾
部
市
の
各
部
局
は
総
合
計
画
に

示
さ
れ
た
目
標
に
沿
っ
て
予
算
を
立

て
、
事
業
を
執
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
６
月
議
会
で
は
特
別
委
員
会
等
で
の

議
論
を
経
て
、
第
６
次
綾
部
市
総
合
計

画
の
後
期
基
本
計
画
が
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
令
和
３

年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画
で
す
が
、
前

期
５
年
が
経
過
し
た
の
で
令
和
８
年
度

か
ら
の
後
期
基
本
計
画
を
今
回
策
定
し

ま
し
た
。

　
策
定
に
当
た
り
、
私
は
「
指
標
の
再

検
討
」
を
提
案
し
ま
し
た
。「
そ
の
指

標
に
意
味
が
あ
る
の
か
？
」
と
感
じ
る

指
標
も
数
多
く
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　
再
検
討
の
結
果
、
１
０
９
あ
っ
た
指

標
は
69
に
絞
ら
れ
ま
し
た
。
再
検
討
を

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
目
標
達
成
に
向
か

う
職
員
の
意
識
は
引
き
締
ま
っ
た
も
の

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

も
う
一
点
、
全
体
で
取
り
組
む
重
点

目
標
と
し
て
「
出
生
数
２
０
０
人
」
と

「
人
口
の
社
会
増
50
人
」
と
い
う
年
間

目
標
を
立
て
ま
し
た
。
人
口
減
少
は
自

治
会
や
公
共
交
通
、
学
校
、
病
院
の
維

持
な
ど
、
綾
部
市
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
の
根
本
原
因
で
す
。
人
口
減
少

を
食
い
止
め
る
に
は
市
職
員
が
共
通
の

目
標
を
持
っ
て
、
同
じ
方
向
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
直
接

は
子
育
て
支
援
に
関
係
な
い
部
署
で
も

全
体
と
し
て
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で「
他

人
事
」
と
し
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
綾
部
市
の
出
生
数
は
コ
ロ
ナ
禍
前
の

令
和
２
年
に
は
２
０
１
人
で
し
た
が
、

令
和
６
年
に
１
０
５
人
に
ま
で
落
ち
込

み
ま
し
た
（
令
和
７
年
は
１
４
９
人
に

回
復
）。
こ
れ
を
元
の
２
０
０
人
以
上

に
戻
す
こ
と
で
学
校
を
維
持
し
、
地
域

を
守
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
若
者
が
夢
や
希
望
を
持
ち
、
子
ど
も

を
産
み
育
て
や
す
い
綾
部
市
を
実
現
す

る
た
め
に
も
、
総
合
計
画
で
立
て
た
目

標
を
達
成
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。四

方
源
太
郎
（
綾
部
市
長
）

源ちゃんコラム

⑥

出
生
数
２
０
０
人
を
目
標
に
！

PTXプロジェクトチ
ームX

研究チーム
を紹介！

あやべ保育防災プロジェ
クト

 （代表：渡邊 友子）
自然災害や感染症などの非常

時に備え、保育現場の相互協力体
制づくりについて研究します。子
どもたちの安全確保や保護者の安
心、地域防災力の向上につなげる
ことを目指します。

多様なコミュニケーション
 手段が活きるまち綾部
 （代表：滝野 千里）
　人生 100 年時代を見据え、加
齢性難聴への理解を深めるため、
聞こえに関する情報を記録・共有
できる仕組みづくりを研究しま
す。

災害ボランティアチー
ム綾部

 （代表：桑井 登志子）
全国的に頻発する災害に備

え、一人一人の防災意識の向
上を目指します。講演会を通
じて「自助」「共助」の大切さ
を学び、地域で助け合える体
制づくりについて研究します。

あやタス
 （代表：野口 久徳）
　高齢化や過疎化による担い
手不足の解消に向け、地域を
応援するサポーター組織を創
設し、関係人口の拡大や持続
可能な集落づくりについて研
究します。

多彩なテーマで研究に取り組むチームが集まっています。
今号でも、エントリーのあったチームの一部を紹介します。

西方中奥グリーンラボ 
（代表：松本　満）

　高齢化や過疎化による農地
や農村環境の維持管理の課題
に対し、移住者と地元住民が
協力し、持続可能な地域の在
り方について研究します。

私市円山古墳次世代活
用プロジェクトチーム 
（代表：安岡　猛）

　私市円山古墳を次世代へ継
承するため、若者や子育て世
代を巻き込む活用アイデアを
研究し、交流人口の増加や古
墳の保全資金獲得につながる
仕組みづくりを目指します。
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孤
立
防
ぐ
声
掛
け
を

近
年
、
記
録
的
な
暑
さ
が
続
い
て
い

ま
す
。
暑
さ
に
よ
っ
て
健
康
や
暮
ら
し

が
脅
か
さ
れ
る
よ
う
な
と
き
に
は
、
地

域
や
社
会
全
体
で
互
い
に
見
守
り
、
支

え
合
う
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

辛
い
と
き
や
困
っ
た
と
き
に
誰
か
を

頼
る
こ
と
は
決
し
て
恥
ず
か
し
い
こ
と

で
は
な
く
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
る
前
向
き
な
行
動
で
す
。
し
か
し
、

「
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
た
く
な
い
」「
自

分
は
ま
だ
大
丈
夫
」と
い
う
思
い
か
ら
、

体
調
が
悪
く
て
も
助
け
を
求
め
ら
れ
な

い
人
も
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た

心
の
壁
が
命
に
関
わ
る
深
刻
な
事
態
を

招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

「
暑
い
で
す
ね
」「
体
調
は
大
丈
夫
で

す
か
」。
そ
ん
な
何
気
な
い
声
掛
け
は
、

単
な
る
あ
い
さ
つ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
あ
な
た
の
こ
と
を
気
に
掛
け
て
い
ま

す
」「
困
っ
た
と
き
は
力
に
な
り
ま
す
」

と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
る
、
大
切
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
な
り
ま
す
。

一
つ
の
声
掛
け
が
孤
立
を
防
ぎ
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
場
所
で
、
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
優
し
い
地
域
づ
く
り
に
つ
な

が
り
ま
す
。
こ
れ
こ
そ
が
、
人
権
尊
重

の
第
一
歩
で
す
。
こ
の
夏
、
あ
な
た
も

身
近
な
人
を
思
い
や
る
一
言
を
始
め
て

み
ま
せ
ん
か
。

シ
リ
ー
ズ
　
人
権
を
考
え
る

酷
暑
を
乗
り
切
る

支
え
合
い

＜問い合わせ＞ 図書館☎(42)6980 F(42)4570

10月３日（土）午前10時～正午
図書館１階ものづくりコーナー

令和５年４月号～令和６年３月号

保存期間が過ぎた雑誌を
無料で配布します！

保存期間が過ぎた雑誌を
無料で配布します！

日　時日　時

場　所場　所

対象の雑誌対象の雑誌

※５年間保存していた雑誌（令和２年４月号～令
和３年３月号）も対象です。
※雑誌によっては冊数制限があります。雑誌がな
くなり次第終了します。

協力：京都府聴覚障害者協会綾部支部

今月の手話

つながろう

手話
で

両手を握って、
素早く腕を斜め上に動かす
（逃げる様子を表す）

避 難

動画で動きを
確認できます。
ぜひご覧ください。

動画で動きを
確認できます。
ぜひご覧ください。
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あ
や
べ
水
無
月
ま
つ
り
盛
大
に

盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛盛

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
　
７
月
25
日
、市
街
地
一
帯
で「
あ
や
べ
水

無
月
ま
つ
り
」（
同
ま
つ
り
実
行
委
員
会
主

催
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。あ
や
べ・日
東
精

工
ア
リ
ー
ナ（
市
民
セ
ン
タ
ー
、西
町
三
丁
目
）

で
行
わ
れ
た「
あ
や
べ
良
さ
来
い
」で
は
、市
内

外
の
16
組
が
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
を
披
露
。ゲ
ス

ト
と
し
て
、ダ
ン
ス
チ
ー
ム「
関
西
京
都
今
村
組
」

も
出
演
し
、迫
力
あ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場

を
沸
か
せ
ま
し
た
。

出場者・観覧希望者募集
　　 10月11日(日)
開場：午前11時　開演：午前11時40分
終演：午後１時20分 (予定)
<予選会>10月10日(土)

開会：正午　
結果発表：午後５時30分ごろ予定
　　　　 (当日発表)

　　　中丹文化会館(里町)
 　　　　　　ＮＨＫ京都放送局、綾部市、中丹文化事業団

　　　　  予選を通過した20組程度のみなさん
＜ゲスト＞ 石川さゆり、モナキ
＜司  会＞ 塚原愛アナウンサー

ＮＨＫサイトの専用フォームから申し
込んでください。

<ＰＣ・スマホ>https ://nhk. jp/kyoto/
<締め切り>
　出場…９月３日(木)午後11時59分
　観覧…９月９日(水)午後11時59分

日 時

会 場

主 催

出演予定

申し込み

【出場・観覧】ＮＨＫ京都放送局　☎075(251)1111(平日午前10時～正午・午後１時～５時)
【会場】中丹文化会館  ☎(42)7705 (午前９時～午後５時、月曜休館)
【出場・観覧】ＮＨＫ京都放送局　☎075(251)1111(平日午前10時～正午・午後１時～５時)
【会場】中丹文化会館  ☎(42)7705 (午前９時～午後５時、月曜休館)

問い合わせ
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の のびのびひろば
（宮代児童センター）

9:30-17:30
宮代町土代2-3  
☎(42)9845

各施設ファクスでの申し込み・問い合わせは子育て支援課F(45)6270へ

あ あやっこひろば
（あやテラス内）

10:00-17:00
青野町西馬場下35-1 
☎(45)6377

み みにみにひろば
（なかすじ児童センター）

9:30-17:30
中筋町二ノ段17  
☎(44)1022

に にこにこひろば
（物部児童館）

9:30-17:30
物部町西樋ノ口18  
☎(49)1195

こ こども家庭センター
（こども支援課）
8:30-17:15

青野町東馬場下15-6
保健福祉センター内  
☎(42)0020 F(45)8825

●図 図書館
10:00-19:00
10:00-18:00
（土・日曜日、祝日）
青野町西馬場下35-1
☎(42)6980 F(42)4570

★ 申し込みが必要

月の子育て行事9子育てねっと
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日土金木水火月

育児相談
10:00-11:00

おみせやさん
ごっこ
10:30-12:00

こ

み

★助産師相談
9:00-12:00

ちいさなちいさな
子どものための
お話会
    11:00-11:30

こ

図

★離乳食講座
スタートコース
9:30-10:30

ステップアップ
コース
10:45-12:30

こ 子どものための
　お話会

11:00-11:30
★おやこde
　体操
     （リズム体操）

10:30-11:00

図

あ

お店屋さん
ごっこ
10:30-12:00

に プレゼントつくり
（敬老の日）
10:30-12:00

み

★産後ママの
リフレッシュ
　ケア
10:00-14:30

こ

★助産師相談
9:00-12:00

こ プールあそび
10:30-12:00

の 子どものための
　お話会

11:00-11:30

図

★絵本作家
　講演会・
ワークショップ
14:00-15:30

図

★おまわりさんの
　優しい交通
　安全教室
10:30-12:00

に おやこdeレク
10:30-12:00

み ★助産師相談
9:00-12:00

こ

敬老の日

ファーストアート
（フィンガーアート）
10:30-12:00

の CoCoひろば
（あやっこ
  うんどう会）
10:30-11:30

あ 子どものための
　お話会

11:00-11:30

図

国民の休日 秋分の日
大きなシャボン玉
づくり
10:30-12:00

の ★産後ママの
リフレッシュ
　ケア
10:00-14:30

こ 子どものための
　お話会

11:00-11:30

図 　★おやこde
　体操
   （おやこdeヨガ）

10:30-11:00

あ

9月お誕生日会
＆お楽しみ
10:30-12:00

に ★７、８、９月
　お誕生日会
10:30-12:00

み ★助産師相談
9:00-12:00

こ

CoCoプラス
講座
（ミュージック
  ・ケア）
10:30-11:30

あ

★ぷくぷくひろば
9:30-12:00

こ

　★スマホカメラ
　　講座

10:30-11:30

あ
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市役所☎（42）3280 F（42）4406 お間違えなく  市立病院☎（43）0123

救
急
フ
ェ
ア

市
消
防
本
部
は
、
救
急
医
療
週

間（
９
月
６
日（
日
）〜
12
日（
土
））

の
関
連
事
業
と
し
て「
救
急
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
５
日（
土
）10
時
〜
13

時
。
場
所
／
バ
ザ
ー
ル
タ
ウ
ン
綾

部
ア
ス
パ
館（
綾
中
町
）。
雨
天
時

は
ス
ト
ッ
ク
館（
西
町
三
丁
目
）
で

開
催
予
定
。
内
容
／
応
急
手
当
の

説
明
と
体
験
▽
高
規
格
救
急
車
の

展
示
▽
ぬ
り
絵
▽
子
ど
も
用
の
救

急
服
を
着
て
記
念
撮
影
―
な
ど
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

日
頃
の
悩
み
な
ど
を

相
談
し
ま
せ
ん
か

綾
部
市
精
神
保
健
家
族
会
は

「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
関
す
る
家
族

相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
同
じ

立
場
の
家
族
や
府
こ
こ
ろ
の
健
康

推
進
員
が
、
精
神
障
害
者
の
い
る

家
族
が
持
つ
日
頃
の
悩
み
な
ど
の

相
談
に
乗
り
ま
す
。

日
時
／
９
月
15
日（
火
）13
時
30
分

〜
15
時
30
分
。
場
所
／
あ
や
べ・

日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ（
市
民
セ
ン

タ
ー
、
西
町
三
丁
目
）。
対
象
／

市
内
在
住
の
人
。

問
同
会
会
長

永
井
智
子

☎
０
８
０（
１
４
５
８
）８
７
５
９

障
害
者
支
援
課

☎（
42
）４
３
１
８

F（
42
）８
９
５
３

行
政
相
談
月
間

総
務
省
は
９
、
10
月
の
２
カ
月

間
を「
行
政
相
談
月
間
」
と
定
め

て
い
ま
す
。
行
政
相
談
は
、
行
政

相
談
委
員
が
行
政
機
関
の
仕
事
に

関
す
る
意
見・
要
望・
苦
情
な
ど
を

聴
き
、
行
政
運
営
の
改
善
に
つ
な

げ
て
い
く
も
の
で
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
程
／
９
月
24
日（
木
）、
10
月
19

日（
月
）。
時
間
／
13
時
〜
15
時
。

場
所
／
市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
。

問
市
民
協
働
課

☎（
42
）
４
２
４
８

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

市
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
は
、
９
月
21
日（
月・

祝
）か
ら
30
日（
水
）ま
で
、
令
和

８
年
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
を

実
施
し
ま
す
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
は「
秋

空
に

無
事
故
を
誓
う

京
の
ま

ち
」。
夕
暮
れ
時
に
は
、
歩
行
者

は
明
る
い
服
装
で
反
射
材
を
身
に

着
け
、
運
転
者
は
車
の
ラ
イ
ト
を

早
め
に
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。
自
転

車
乗
車
時
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用

し
、
左
側
を
通
行
し
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
の
30
日
は「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
目
指
す
日
」
で
す
。

問
同
協
議
会
事
務
局（
市
民
協
働

課
）☎（
42
）４
２
４
８

第
２
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

予
備
講
習
会

市
消
防
本
部
は
、
消
防
法
に
定

め
る
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
受
験

に
際
し
、
必
要
な
予
備
知
識
を
習

得
す
る
た
め
の
講
習
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
19
日（
土
）９
時
〜
16

時
30
分
。
場
所
／
消
防
署
３
階
講

堂（
味
方
町
）。
受
講
料
／
危
険
物

安
全
協
会
会
員
と
そ
の
従
業
員
、

学
生
は
５
千
円
。
そ
の
ほ
か
は
７
千

円
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要
。
申

し
込
み
／
同
本
部
予
防
課
へ
。

問
同
本
部

☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

登
録
型
本
人
通
知
制
度
の

活
用
を

登
録
型
本
人
通
知
制
度
は
、
市

区
町
村
が
本
人
以
外
の
第
三
者
に

住
民
票
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
交
付

し
た
場
合
に
、
交
付
し
た
事
実
を

本
人
に
知
ら
せ
る
制
度
で
す
。
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
証
明
書
の

不
正
取
得
の
早
期
発
見
や
不
正
請

求
の
抑
止
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

な
お
、
第
三
者
な
ど
に
証
明
書
の

交
付
を
拒
否
し
た
り
、
交
付
の
可

否
を
確
認
し
た
り
す
る
制
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
に
必
要
な
書
類
／
申
込
書
、

顔
写
真
付
き
の
本
人
確
認
資
料

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）。
申
し
込
み
／
市
民・

国
保
課
へ
。

問
同
課

☎（
42
）４
２
４
５

看
護
職
な
ど
の

個
別
就
業
相
談

府
北
部
看
護
職
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
看
護
職
と
看
護
補
助
者
の
た

め
の
個
別
就
業
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
９
月
14
日（
月
）13
時
30
分

〜
15
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

綾
部（
宮
代
町
）。
対
象
／
保
健

師
、
助
産
師
、
看
護
師
、
准
看
護

師
の
免
許
を
持
っ
て
い
る
人
。
病
院

で
の
看
護
補
助
業
務
を
希
望
す
る

人（
資
格
不
要
）。
内
容
／
復
職
・

転
職
の
相
談
、
就
業
前
の
研
修
紹

介
な
ど
。
そ
の
他
／
毎
週
火
・
金

曜
日
に
、
同
セ
ン
タ
ー（
京
都
府

与
謝
野
町
）
で
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。

問
同
セ
ン
タ
ー

☎
０
７
７
２（
46
）９
０
０
２

s-kango
   @

carrot.ocn.ne.jp

８
９
５
３
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大
型
ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

綾
舞
祭
り
実
行
委
員
会
は
、
コ

ン
テ
ス
ト
形
式
の
よ
さ
こ
い
ダ
ン
ス

イ
ベ
ン
ト「
綾
舞
祭
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
に
は
30
店
舗

以
上
の
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
出
店
し
、

花
火
が
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
彩
り
ま
す
。

誰
で
も
無
料
で
入
場
可
能
。
熱
い

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
ぜ
ひ
会
場
で
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日
時
／
９
月
27
日（
日
）10
時
〜
19

時
。
荒
天
時
は
10
月
４
日（
日
）。

場
所
／
メ
イ
ン
会
場
＝
由
良
川
花

庭
園（
青
野
町
）、
サ
ブ
会
場
＝
あ

や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
駐
車
場（
同

町
）。
内
容
／
ダ
ン
ス
ス
テ
ー
ジ
▽

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
出
店
▽
大
抽
選
会
▽

射
的
や
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
の
子

ど
も
遊
び
コ
ー
ナ
ー
▽
音
と
光
と

花
火
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
―
な
ど
。

問
同
実
行
委
員
会（
奥
田
）

☎
０
９
０（
２
１
３
５
）７
１
０
８

上
級
救
命
講
習

市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法

を
は
じ
め
と
す
る
応
急
手
当
を
学

ぶ
上
級
救
命
講
習
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。受
講
は
無
料
で
す
。

日
時
／
９
月
11
、
18
、
25
日（
金
）

19
時
〜
22
時
。
場
所
／
消
防
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー（
味
方
町
）。
内

容
／
成
人
・
小
児
・
乳
児
の
心
肺

蘇
生
法
▽
止
血
法
▽
異
物
除
去
法

▽
搬
送
法
―
な
ど
。
申
し
込
み
／

事
前
に
同
本
部
へ
。

問
同
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

綾
部
市
美
術
展
作
品

市
は「
第
43
回
綾
部
市
美
術

展
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
部
門
／
書
、
絵
画
、
写
真
、

立
体
造
形
。
募
集
要
項
は
市
役
所

の
ほ
か
、
市
内
公
共
施
設
等
で
配

布
。
搬
入
日
時
／
令
和
９
年
１
月

８
日（
金
）13
時
〜
17
時
、９
日（
土
）

10
時
〜
17
時
。
搬
入
場
所
／
あ
や

べ・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
１
階
研
修

室（
市
民
セ
ン
タ
ー
、
西
町
三
丁

目
）。
そ
の
他
／
美
術
展
の
会
期

は
、
令
和
９
年
２
月
４
日（
木
）〜

７
日（
日
）。

問
文
化・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

☎（
42
）４
３
５
６

市
民
合
唱
祭
へ
の
出
演
者

綾
部
市
合
唱
連
盟
は
、
12
月
６

日（
日
）に
中
丹
文
化
会
館（
里
町
）

で
開
催
す
る「
第
47
回
市
民
合
唱

祭
」
へ
の
出
演
団
体
と
合
唱
団
あ

や
べ
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
。
多

く
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出
演
団
体
＝
参
加
費
／
１
団
体

１
５
０
０
円
。
申
し
込
み
／
９
月

24
日（
木
）ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
へ
。

合
唱
団
あ
や
べ
の
団
員
＝
参
加
費

／
１
０
０
０
円（
小
・
中
学
生
無

料
）。
合
唱
曲
／「
夜
明
け
か
ら
日

暮
れ
ま
で
」「
ふ
る
さ
と
は
あ
や
べ
」

の
２
曲
。
申
し
込
み
／
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
同
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
５
６

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー

広
告市

は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
す
る
バ
ナ
ー
広
告
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

仕
様
／
１
枠
は
縦
60
ピ
ク
セ
ル
、

横
１
８
３
ピ
ク
セ
ル
。
32
㌔
バ
イ

ト
以
内
でｇ
ｉ
ｆ
形
式（
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
不
可
）。
期
間
／
原
則
10

月
１
日（
木
）〜
令
和
９
年
３
月
31

日（
水
）。
費
用
／
１
月
５
千
円
。

掲
載
場
所
／
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
下
部
。

申
し
込
み
／
秘
書
広
報
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
０
５

hisyokoho@
city.

 
 
ayabe.lg.jp

８
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の

推
計
人
口
は
２
９
３
９
0
人（
男

１
４
０
６
8
、
女
１
５
３
２
２
）。
　
　

世
帯
数
は
１
３
８
２
1
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

7
件（
建
物
４
件
）で
す
。

７
月
の
燃
や
し
て
処
理
す
る
ご

み
は
３
７
３
㌧（
前
年
同
月
比
4
・

9
㌫
減
）、
燃
や
さ
な
い
で
処
理
す

る
ご
み
は
69
㌧（
同
6
・
5
㌫
減
）

で
し
た
。

あやべ健康プラザ
新規会員募集中！
あやべ健康プラザ
新規会員募集中！
会員紹介キャンペーン

紹介者　５,０００円キャッシュバック
入会者　入会金無料
　　　　　　+
　　　 オリジナルタオルプレゼント

※フィットネス会員対象

※入会後は3カ月の在籍が必要

キャンペーン期間：９月１日（火）～11月30日（月）

あやべ健康プラザ　☎（40）1788
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〈
９
〜
10
月
上
旬
〉

市役所☎（42）3280 F（42）4406 お間違えなく  市立病院☎（43）0123保健推進課 F（42）5488  F（42）7870

健
康
ひ
ろ
ば

日 

９
月
４
日（
金
）、
17
日（
木
）

時 

９
時
30
分
〜
11
時
、
13
時
30
分

〜
15
時

場 

４
日
午
前
＝
志
賀
郷
公
民
館

（
志
賀
郷
町
）、
午
後
＝
物
部

営
農
指
導
セ
ン
タ
ー（
物
部
町
）。

17
日
午
前
＝
林
業
者
等
健
康
管

理
セ
ン
タ
ー（
故
屋
岡
町
）、
午
後

＝
観
光
セ
ン
タ
ー（
八
津
合
町
）

※
各
日
定
員
15
人
。
開
催
日
３
日

前
ま
で
に
申
し
込
み
必
要

申 

問 

保
健
推
進
課

 

☎（
42
）０
１
１
１

読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

勉
強
会

日 

９
月
８
日（
火
）

時 

13
時
30
分
〜
15
時

場 

図
書
館（
青
野
町
）

問 

図
書
館 

☎（
42
）６
９
８
０

 

F（
42
）４
５
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室

日 

９
月
16
日（
水
）

時 

９
時
30
分
〜
12
時

場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
青
野
町
）

※
定
員
20
人
。参
加
費
５
０
０
円
。

テ
ー
マ
は「
い
つ
か
に
備
え
る
災

害
食
ク
ッ
キ
ン
グ
」

申 

問 

保
健
推
進
課

 

☎（
42
）０
１
１
１

糖
尿
病
教
室

日 

９
月
16
日（
水
）
時
14
時
〜
15
時

場 

市
立
病
院（
青
野
町
）

※
定
員
50
人

問 
同
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

そ
う
や
な
ぁ
談
義

日 

９
月
29
日（
火
）

時 

13
時
30
分
〜
15
時

場 

福
祉
ホ
ー
ル（
川
糸
町
） 

申 

問 

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎（
43
）２
８
８
１

 

F（
43
）２
８
８
２

久
原
の
荒
神
八
朔
祭

日 

９
月
６
日（
日
）
時
10
時
〜

場 

岩
王
神
社（
七
百
石
町
）

問 

観
光
協
会

 

☎（
42
）９
５
５
０

 

F（
42
）８
５
１
４

第
40
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

コ
ー
ラ
ス
フ
ェ
ア
２
０
２
６

日 

９
月
６
日（
日
）
時
13
時
〜

場 

福
知
山
市
厚
生
会
館（
福
知
山
市
）

※
入
場
料
５
０
０
円（
高
校
生
以

下
３
０
０
円
）

問 

中
丹
文
化
事
業
団

 

☎（
42
）７
７
０
５

 

F（
42
）７
７
８
３

第
１
弾

「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー

２
０
２
６
in
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｂ
Ｅ
」

日 

９
月
12
日（
土
）
時
10
時
〜
12
時

場 

あ
や
テ
ラ
ス・
ホ
ー
ル（
青
野
町
）

※
映
画「
父
と
僕
の
終
わ
ら
な
い

歌
」
の
上
映
。
定
員
２
０
０
人

申 

問 

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎（
43
）２
８
８
１

 

F（
43
）２
８
８
２

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
×
ミ
ニ
手
作

り
市
×
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
フ
ェ
ス

日 
９
月
12
日（
土
）

時 
10
時
〜
15
時（
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

出
店
は
16
時
ま
で
）

場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
中
央
広

場
、
グ
ン
ゼ
博
物
苑・
集
蔵（
青

野
町
）

問 

あ
や
べ
特
産
館

 

☎（
43
）０
８
１
１

 

F（
43
）０
８
３
３

長
〜
い
流
し
そ
う
め
ん
大
会

日 

９
月
13
日（
日
）

時 

10
時
〜
15
時

場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛

治
屋
町
）

※
先
着
70
人
。体
験
料
５
０
０
円
。

雨
天
中
止

問 

里
山
ね
っ
と・
あ
や
べ

 

☎（
47
）０
０
４
０

 

F（
47
）０
０
８
４

第
40
回
中
丹
文
化
芸
術
祭

「
中
丹
写
真
展
」

日 

９
月
19
日（
土
）、
20
日（
日
）

時 

10
時
〜
17
時（
20
日
は
16
時
ま
で
）

場 

市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ
く
ち
や
ま

（
福
知
山
市
）

問 

中
丹
文
化
事
業
団

 

☎（
42
）７
７
０
５

 

F（
42
）７
７
８
３

脳
イ
キ
イ
キ
！
音
読
の
会

日 

９
月
23
日（
水・
祝
）

時 

14
時
15
分
〜
15
時
15
分

場 

図
書
館（
青
野
町
）

申 

問 

図
書
館

 

☎（
42
）６
９
８
０

 

F（
42
）４
５
７
０

相
　
談

女
性
相
談（
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）

日 
９
月
２
、
16
日（
水
）

時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

場 

あ
い
セ
ン
タ
ー（
西
町一丁
目
）

※
各
日
定
員
３
人
。
１
人
50
分

申 

問 

同
セ
ン
タ
ー

 

☎（
42
）１
８
０
１

 

F（
42
）２
０
３
０

北
京
都
若
者
サ
ポ
ー
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

日 

９
月
２
、
16
日（
水
）

時 

13
時
30
分
〜
16
時
30
分

場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※
各
日
定
員
３
人

申 

問 

同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

 

☎
０
７
７
３（
60
）５
８
６
５

北
部
ひ
と
り
親
家
庭

自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談

日 

９
月
４
日（
金
）

時 

10
時
〜
16
時

場 

あ
い
セ
ン
タ
ー（
西
町一丁
目
） 

申 

問 

府
ひ
と
り
親
家
庭
北
部
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー

 

☎（
23
）２
７
７
１

耳
の
こ
と
相
談（
巡
回
型
）

日 

９
月
７
日（
月
）

時 

13
時
〜
15
時
30
分

場 

農
業
振
興
セ
ン
タ
ー（
多
田
町
） 

申 

問 

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎（
43
）２
８
８
１

 

F（
43
）２
８
８
２
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北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

就
職
相
談

日 

９
月
８
、
29
日（
火
）

時 

９
時
〜
17
時

場 

８
日
＝
市
役
所
本
庁
舎
１
階
会

議
室
、
29
日
＝
綾
部
会
館（
味

方
町
）

※
各
日
定
員
７
人

申 

問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

 

☎（
22
）３
８
１
５

 

F（
22
）３
８
１
６

ひ
き
こ
も
り
出
張
相
談

日 

９
月
９
日（
水
）
時
９
時
〜
12
時

場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

問 

ニュ
ー
ト
ラ
ル

　

 

☎
０
９
０（
７
３
６
３
）８
５
３
０

福
祉
の
お
仕
事
相
談
会

日 

９
月
９
日（
水
）
時
13
時
〜
16
時

場 

市
役
所
西
庁
舎
１
階
会
議
室

※
定
員
３
人

申 

問 

北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

 

☎（
22
）３
８
７
８

 

F（
22
）３
８
１
６

人
権
相
談

日 

９
月
10
日（
木
）

時 

13
時
〜
15
時

場 

市
役
所
西
庁
舎
、
物
部
会
館

（
物
部
町
）、
上
林
い
き
い
き

セ
ン
タ
ー（
八
津
合
町
）

※
物
部
、
上
林
会
場
は
９
月
８
日

（
火
）ま
で
に
申
し
込
み
必
要

申 

問 

人
権
推
進
課

 

☎（
42
）４
２
４
９

空
き
家
相
談
会

日 

９
月
10
日（
木
）

時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※
空
き
家
所
有
者
等
対
象
。
先
着

２
組
。
申
し
込
み
は
９
月
３
日

（
木
）ま
で

申 

問 

定
住・
地
域
政
策
課

 

☎（
42
）４
２
７
０

調
定
相
談

日 

９
月
16
日（
水
）
時
９
時
〜
12
時

場 

Ｉ・
Ｔ
ビ
ル（
西
町一丁
目
）

問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談（
税
理
士
会
）

日 

９
月
16
日（
水
）
時
13
時
〜
16
時

場 

市
役
所
本
庁
舎
１
階
会
議
室

※
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

法
律
相
談

日 

９
月
17
日（
木
）
時
13
時
〜
17
時

場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

※
申
し
込
み
は
９
月
10
日（
木
）８

時
30
分
〜
。
先
着
10
人
。
１
人

20
分

申 

問 

市
民
協
働
課

 

☎（
42
）４
２
４
８

行
政
書
士
相
談

日 

９
月
18
日（
金
）
時
13
時
〜
16
時

場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

問 

総
務
課
☎（
42
）４
２
１
８

成
年
後
見
相
談

日 

９
月
24
日（
木
）
時
13
時
〜
15
時

場 

ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー（
新
宮
町
） 

申 

問 

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎（
45
）４
５
２
０

 

F（
45
）４
５
２
１

交
通
事
故
相
談

日 

９
月
24
日（
木
）

時 

13
時
〜
15
時
30
分

場 

福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山

市
）、舞
鶴
総
合
庁
舎（
舞
鶴
市
）

申 

問 

府
交
通
事
故
相
談
所

 

☎
０
７
５（
４
１
４
）４
２
７
４

償
還・
生
活
相
談

日 

９
月
25
日（
金
）

時 

13
時
〜
15
時

場 

ハ
ー
ト
交
流
セ
ン
タ
ー（
新
宮
町
） 

※
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
を
借
入
し
た

人
対
象

申 

問 

社
会
福
祉
協
議
会

 

☎（
45
）４
５
２
０

 

F（
45
）４
５
２
１

健
康
相
談・
栄
養
相
談

日 

10
月
５
日（
月
）

時 

９
時
30
分
〜
10
時
30
分
、
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
青
野
町
）

※
各
時
間
先
着
２
人
。
申
し
込
み

は
９
月
30
日（
水
）ま
で

申 

問 

保
健
推
進
課

 

☎（
42
）０
１
１
１

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

日 

10
月
６
日（
火
）

時
13
時
〜
16
時

場 

市
役
所

※
申
し
込
み
は
９
月
29
日（
火
）〜

10
月
２
日（
金
）

申 

問 

商
工
労
政
課

 

☎（
42
）４
２
６
３

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

日 

９
月
６
日（
日
）

時
９
時
〜
17
時

場 

上
杉
町

申 

問 

同
体
育
館
☎（
44
）０
９
９
０

 

F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

日 

９
月
６
、
20
日（
日
）

時 

９
時
〜
18
時

場 

西
町一丁
目

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

7
月
分（
敬
称
略
）

《
図
書
館
に
》

由
良
紀
枝（
青
野
町
） 

一
般
書

大
槻
博（
大
阪
府
） 

郷
土
資
料

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

一市
民 

５
千
円

前
田
道
子（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

１
８
８
件 

３
９
０
万
４
３
０
６
円

申 
問 

同
セ
ン
タ
ー

 
☎
F（
42
）２
０
３
０

本
庁
舎

日 

９
月
３
、
10
、
17
、
24
日（
木
）

※ 

戸
籍
・
国
保
・
年
金
関
係
の
届

出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

時 

19
時
ま
で

問 

市
民・
国
保
課

 

☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６
、

（
42
）４
２
５
３

※
市
税・
料
金
の
納
入（
納
付
書
必

要
）

問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８
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広告

　東綾小・中学校（鷹栖町）の全校児童・生徒が
７月13日、山家地区を拠点に活動する地域おこ
し協力隊の片岡真奈美さんを講師に、学校のプー
ルでカヤックを体験しました。子どもたちは、基
本操作を学んだほか、水難事故を防ぐため、ライ
フジャケットを着用した浮遊体験やロープを使っ
た救助訓練にも挑戦。水辺のアクティビティの楽
しさに触れるとともに、川や海で安全に遊ぶため
に必要な知識や行動について理解を深めました。

カヤック体験で
水辺の安全を学ぶ

　市は７月30日、あやテラス・ホール（青野町）で奈良県
立医科大学（奈良県、嶋緑倫学長）、ＭＢＴリンク（東京都、
梅田智広代表取締役）と包括連携協定を締結しました。協定
の柱は、同大学が提唱する「医学を基礎とするまちづくり」（Ｍ
ＢＴ※）の推進。同社が開発した技術「ライフスタイルセン
シング」を活用し、健康支援や高齢者等の見守り事業に取り
組むものです。協定締結式の後には、梅田さんがＭＢＴにつ
いて講演。「ライフスタイルセンシングでは、家電の電力使
用を基に居住者の体調の変化を早期に察知できる」と説明し、
集まった市民や医療・福祉関係者ら105人は熱心に聞き入っ
ていました。                   ※MBT＝Medicine-Based Townの略称

「医学を基礎とするまちづくり」市民ら学ぶ

15 広報あやべねっと2026.8

広告

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46-0101  FAX（0773）46-0610  総務課

職員募集中
介護職員（特養・デイサービス）／生活支援員（障害者施設）

訪問介護員／ケアマネジャー／看護師

10月24日（土）は
いこいの村まつり
11110101010101011111111111000111101111111000111110001111010011100111100000000000000000000000月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月2422424242424242444444444444442222222222224444444444424244444（土（土（土日（土（土日日日日日日日日日日土土土土土土土土土土土土土土日（（日日（日（日（日日日日日日日日（（（（（（（（（（（（（ ））））））））））はははははははははははははははははははははははははは

いいこいこいこいこいいこいいこいのいのいのいのいのいのいの村村村村ま村ま村 つりつりつりりつりつりいい 村村村村 りり村村村村村村 つつつつつつつつりりりりりりりりりままままままいのいのののいのののののい
10月24日（土）は
いこいの村まつり
ボランティア募集してます！

みなさま、ぜひおこしくださいませみなさま、ぜひおこしくださいませ

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

©井上写真事務所　井上嘉和©井上写真事務所　井上嘉和

10月17日（土）15:00

©Shigeto Imura©Shigeto Imura
ピアノ／中島結里愛ピアノ／中島結里愛

©T.Tairadate©T.Tairadate
指揮／岡本 陸指揮／岡本 陸

入場
無料

要入場招待券

（                     ）入場
無料

要入場招待券

（                    ）郵便往復はがきで
お申し込みください

あやべ topics

　市は７月24日、トイレトラックを寄付者らにお披
露目しました。また、助けあいジャパン（静岡県、石
川淳哉共同代表理事）と「みんな元気になるトイレ」
の派遣協力等に関する協定を締結。災害時に自治体間
でトイレ付き車両を派遣し合うもので、本市が被災し
た際にも各地から車両が駆けつけます。市役所まちづ
くりセンターで行った協定締結式で、四方市長は「ト
イレの我慢は健康被害につながる重要な問題」と、ト
イレトラック導入の経緯を説明しました。車両は、平
時には市後援の催し等へ貸し出すこととしており、「あ
やべ水無月まつり」で初めて活用されました。

トイレトラック導入、相互派遣協定を締結

　市は７月24日、夜間の公共交通空白の解消に向けた
検討会を立ち上げ、あやテラス・ホール（青野町）で初
会合を開催。市民や商業関係者の代表者らが出席しまし
た。会議では、広島県庄原市などの中山間地域で、公共
交通政策に携わる呉工業高等専門学校の神田佑亮教授を
外部アドバイザーに委嘱。神田さんは「移動手段の不足
は、急患として搬送された患者が自宅に帰れない、家族
の送迎負担が増えるなど、さまざまな課題につながる」
と指摘し、地域の足の維持・確保の必要性を訴えました。
今後、飲食店など現場の声も聞きながら、持続可能な交
通システムの構築を目指します。

夜間公共交通空白の解消に向け検討会発足
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※“
Q
Rコ
ー
ド
”は
(株
)デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の

　
登
録
商
標
で
す
。

ね
っと

　
青
年
会
議
所
は
満
20
歳
か
ら
40
歳
ま

で
の
若
手
経
済
人
で
構
成
す
る
国
際
的

な
団
体
。
全
国
に
は
７
０
０
近
く
組
織

が
あ
り
、
明
る
い
豊
か
な
社
会
を
目
指

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

　
綾
部
Ｊ
Ｃ
は
昭
和
32
年
に
創
立
。
同

36
年
に
全
国
で
２
０
７
番
目
、
府
内
３

番
目
の
青
年
会
議
所
と
し
て
、
日
本
青

年
会
議
所
か
ら
認
承
を
受
け
ま
し
た
。

平
成
27
年
に
は
特
産
品
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
綾
部
高
校
由
良
川

キ
ャ
ン
パ
ス
や
２
事
業
所
と
共
同
で
、

綾
部
市
が
主
産
地
の
「
鹿
ヶ
谷
か
ぼ

ち
ゃ
」を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を
商
品
化
。

昨
年
は
、「
夜
の
市
」
復
活
の
中
心
と

大量の水と泡を浴び、大人も子どもも歓声を上げて楽しみ
ました（高津町のAYABE PEACE Park&Campで）

な
る
な
ど
、
市
民
や
行
政
、
企
業
、
諸

団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
70
年
に
わ
た

り
地
域
づ
く
り
の
旗
振
り
役
を
担
っ
て

き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
の
22
人

が
在
籍
。
月
に
１
回
、
例
会
を
開
き
、

事
業
の
企
画
・
運
営
を
通
じ
て
地
域
貢

献
や
自
己
研
さ
ん
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
本
年
は
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
８

月
１
日
に
「
び
し
ょ
濡
れ
大
作
戦
in
あ

や
べ
」
を
開
催
＝
左
上
写
真
。
子
ど
も

た
ち
に
特
別
な
夏
の
思
い
出
を
つ
く
っ

て
も
ら
お
う
と
企
画
し
、
多
く
の
家
族

連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
綾
部
Ｊ
Ｃ
は
随
時
、
新
規
会
員
を
募

集
中
。
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局
へ
。

148

地
域
動
か
す
若
き
リ
ー
ダ
ー

　30歳でＵターンした際、ＯＢ
である父の勧めで入会しました。先輩や仲間、地
域の皆さんに育てていただいた恩を、次の世代や
地域へ返していきたい―。その思いを胸に、70年
の歴史や先人たちの志を受け継ぎ、綾部のさら
なる発展に向け力を尽くします。

綾部青年会議所 第65代理事長
遠坂和宏さん 新

規
会
員
を
募
集
中

綾部のさらなる
発展目指す

綾部青年会議所事務局
☎(42)0489
　jcayabe@gaia.eonet.ne.jp

創立70周年 認承65周年
綾部青年会議所
今回の情報すくらんぶるは、本年、創立70周年、認承65周年を迎えた
綾部青年会議所（綾部ＪＣ、遠坂和宏理事長）を紹介します。




